
－3－ 

開会 午後 １時２９分 

 

◎開会の宣告 

○森本委員長 皆さん、こんにちは。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○森本委員長 （挨拶。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○森本委員長 それでは、協議事項のほうに入って

いきたいと思います。 

  まず、９月定例会議初日における牛柄はっぴ着

用の運用についてということで、事務局から説明

をお願いいたします。 

  事務局。 

○長岡議事調査係長 それでは、資料のほうを配信

させていただまして、１番目の趣旨ということで、

先日の議員全員協議会のほうで、９月定例会議初

日に牛柄はっぴを着用するよというところまで御

決定をいただいたところでございます。 

  そして、３番目の運用についてということで、

ちょっと改めて、前回は牛柄はっぴを着用したの

は令和５年の９月１日ということで着用した実績

がございまして、その中でははっぴの中の服装と

いうのをポロシャツに統一したと、当時の資料に

よりますと、そのような運用をされているいうと

ころでして、今回の議会におきましても、牛柄は

っぴの中の服装というのも統一でどうでしょうか。

逆の意味からすると、ポロシャツと決めないと何

でも着ていいよとなっちゃうのかなというのもち

ょっと懸念としてありまして、ここら辺統一され

たらどうかといった御提案となります。 

  説明は以上です。 

○森本委員長 説明が終わりました。 

  御意見ございますでしょうか。 

  ありませんか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 では、中はポロのシャツで統一する

ことでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 じゃ、当日、９月５日の議会初日の

牛柄はっぴを切る際には、中は今作製中、間もな

く完成します議会のポロシャツを着用するという

ことで統一をしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

  続きまして、２番の会議におけるポロシャツ着

用の検討についてということで、どうしよう、こ

れも進めちゃっていいのかな。事務局、説明あり

ますか。 

  事務局。 

○長岡議事調査係長 資料のほうを配信させていた

だきました。 

  前回の議運の中で議会におけるポロシャツの着

用をどのようなふうにしましょうかということで、

他市の例なんかも挙げさせていただいたところで

す。 

  ２ページ目の７番の検討ですね。本日、皆様に

御議論いただきたい部分なんですけれども、議会

側のポロシャツの着用をどのような目的で、どの

ような運用をしていくかといったところの御議論

をいただければと思っております。 

  説明は簡単ですが、以上となります。 

○森本委員長 この件に関しましては、各会派にお

いて本日までにいろいろ検討してくださいという

ことでお願いをしてあります。それぞれ会派から

発表していただいて、それから皆さんと議論をし
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ていくのがいいのかなと思うんですけれども、そ

んな進め方でよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 じゃ、こっちからまいりますか。 

  シン・那須塩原から発表のほうをお願いしてよ

ろしいでしょうか。 

○相馬委員 まずその目的としまして、ポロシャツ

を使用するということの目的としまして、議会全

体での議会をアピールすること、また、身軽な服

装で市民から議会に親しみを持ってもらうという

ような目的で着用したいということで、着用の機

会についてはクールビズ期間ということになりま

して、６月定例会については、６月、９月の定例

会中は基本的に着用を可としまして、全員でそれ

をできるタイミングというのは、議会運営委員会、

それから各常任委員会のときには各委員会でとい

うことで決定していくということですね。 

  それから、議会のイベント等で着用するという

ことと、出前講座だったりとか、意見交換会だと

か、そういったところで着用するということと、

議員活動における着用については、まず会派での

というところでは、各会派で責任を持って判断し

ていただくということでございます。 

  すみません、私どものほうではそういった内容

の議論でございますということです。 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  続きまして、なすの会さんはいいかがでしょう

か。 

○小島委員 なすの会でちょっと検討しましたとこ

ろ、クールビズ期間でこのポロシャツをどう扱う

かということですけれども、基本的にはポロシャ

ツもユニフォームだろうということで、みんなが

同じようなイベントであったり、議会でもそうで

すけれども、みんなが使うんだったらいいんじゃ

ないかと。ただ、１人ワイシャツの人とポロシャ

ツの人が入り混じって、まだら状態になるのはあ

まりよろしくないというふうな意見がございまし

て、そのユニフォームというスタンス、それを崩

さないようにしてはどうかというような意見がご

ざいました。 

  以上です。 

○森本委員長 ありがとうございます。 

  公明クラブさんのほうは。 

○星野委員 うちのクラブとしては大まか先ほどシ

ン・那須さんの方の御意見とほとんど同じです。 

  ただ、このポロシャツについては、やはり那須

塩原市議会のアピールということもあって、もし

仮に個人的に、例えばですよ、例を挙げれば、こ

れからいろいろな地域で盆踊りとかあると思うん

ですね。そういうときにぜひ市議会としてもその

お手伝いをし、協力をしていきたいと、そういう

方もおられると思う。そのアピールとして、ただ、

その場合には、やはりそういう個人的なときには

議長の許可を得ると。例えばこういうふうな会で、

このように私の立場でこういうような協力もして

いきたいので、ぜひアピールということで、その

ときにこのポロシャツの着用をしてもいいかとい

うことを、そういう個人の議会活動というか、個

人の議員としての活動をするときには、やはり議

長からの許可を得ると。議長から許可をいたいた

だいて、いいということになれば、一つの個人の

活動であってもそのポロシャツを着てもいいんで

はないかということを一つ提案なんです。 

  うちとしては以上です。 

○森本委員長 それでは、続きまして、みらい共創

さんはいかがですか。 

○中村委員 基本的に相馬委員と星野委員に賛成で

ございますが、ただ、今言ったように、小島委員

が言われましたように、例えば９月の議会は毎日

このポロシャツでいきますよということであれば、
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ポロシャツを着て出席をするということがある程

度いいんですが、中には自分のスタイルというの

はあるでしょうから、そういった方は自分のスタ

イルでいいのかというものもある程度尊重できる

のかどうか、そういったものを少し議論しなけれ

ばいけないという気がしますし、あとは今言った

ように、プライベートでそのものを着て、極端に

言うと、ついでに居酒屋に行ってしまったとか、

そういう場合には、今言ったように、議長の許可

をもらう、もらわない以前の問題になっちゃう場

合もあるので、やはり一般の使用のときのモラル、

さっきのコンプライアンスを随分勉強したわけで

すが、やはり市民が見ているということで、あれ

を着ながらちょっとみんながいるところでお酒飲

んで、ちょっとというものもいかがなものかとい

うことを考えると、少し議論を固めて、やはり使

うのは私は大賛成なんで、せっかく買うんですか

ら、やはり利用する場面と、そういうものもやは

り議会運営委員会でしっかり決めてやって利用し

ていただければということは付け加えさせていた

だきます。 

  以上でございます。 

○森本委員長 お話を聞いてみると、結構自由な利

用を進める中で、例えば飲み会の席とか、あとま

ばらになるのはよくないとか、そんなところが多

分議論の中心なのかなというふうな気がします。

発起人、アイデアを出された人、議長からの考え

方をちょっとお聞きしてもいいですか。 

○齊藤議長 すみません、じゃ、発言の機会をいた

だき、ありがとうございます。 

  皆さんいろいろ考えてくれているのでいいんで

すけれども、基本的に議場でも着ていいですよと

いうぐらいまで俺はいる。外の部分はさっき言わ

れたとおり、ちょっと締めてもらいたいんですけ

れども、中は着る日は着ようとさっき言ったみた

く、着たくない人もいるので、ただ、議場にワイ

シャツとタックをかけている正装と同等の扱いで

あるという感覚にすれば、その日、まばらになっ

ちゃっていたとしても、一応９月までは認めてい

るということになるので、着たい人が着るという

のはどうかなと。さっきの初日とか、そういうの

はちょっと皆さんかわいそうだけれども、そろえ

てもらってもいいと思うんですけれども、あとは

着たい日に着ていちゃまずいのかなというような

ところだけ、ちょっと僕、緩いんですけれども、

議場内のルールです、あくまで。 

  外に関しては本当にモラルなんで何とも言えな

いんですけれども、お祭りの場所に、まだ会派代

表者でちょっとさわりだけしか言ってないんです

けれども、出張議会みたいなので、自分はそのつ

もりでポロシャツ着ていっているんだけれども、

星野さんが言ってくれたその場で活動員として一

緒に議員じゃなくて、個人でやっている人がその

ブースに帰っていくと、当然やっているからお酒

飲んだって、俺らは何もないというのがあるので、

そういう細かいところだけがしっかりしていれば

いいのかなと思う。だから、そこの一員として働

くなら着ないでやってくれと言えばいいのかなと

思うのであって、あとそれぐらいで何か足りてま

すか。 

  そんなイメージで、そのポロシャツの意義をま

ずみんなに知ってもらうということにすれば、今

言ったようなものが全てある程度網羅できるのか

なとは思ったので。 

○森本委員長 じゃ、まず最初に、議場での運用の

部分でちょっと考えたいんですけれども、ずっと

話してみると、大まか、大体なすの会さん以外は、

期間、６月、９月は着用可として、そろえるとき、

例えば初日だったりとか、写真撮影がある日とか、

そのときには議運で確認して、皆さんそろえまし
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ょう。それ以外のときは、着たい人、例えば自分

の質問に着たいと言ったら着てもいいし、今日は

質問何もないけれども、座っているときに今日は

何かちょっと楽な格好でやりたいからといってポ

ロシャツというのも、そういうのもオーケーにし

ましょうというのが全体的な流れだったのかなと

思うんですけれども、小島さん、いかがでしょう

か。なすの会さん以外はそんな感じの意見だと思

うんですけれども、その辺に関しての考え方は。 

○小島委員 使っちゃ駄目だという話はなかったで

す。 

○森本委員長 じゃ、そんな感じでいいですね。 

○小島委員 ただ、やっぱりユニフォームなんで、

ユニフォーム的な使い方をしたほうがいいだろう

という意見があったということですね。 

○森本委員長 そうすると、やっぱり初日そろえる

とか、あと皆さん、そろえるときにはそろえるけ

れども、それ以外のときにはある程度その人の判

断に任せるという感じでもいいですか。 

○小島委員 そこは絶対こうだということはないと

思いますので、仕方ないと思います。 

○森本委員長 分かりました。じゃ、議場では６月、

９月ですね、クールビズ期間の議場においては、

そろえるときには議運での確認をしてそろえる。

それ以外のときには着用を可とするという形でよ

ろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 今度議場外での着用についてなんで

すけれども、恐らく例えば今全員統一されている

というのは出前講座だったりとか、高校生と意見

交換会、あとは例えばイベントでの議会ブースを

つくったときの着用、これに関しては皆さん多分

異論はないというのが、多分今の話からだったら

そうだったのかなと思うんですけれども、問題は、

例えば個人でお祭りに来る。自分で個人でお祭り

に行ってそこに参加する。見に行くだけだったら

あれかなと思うんだけれども、参加するからと、

それによっても変わってくると思うんですけれど

も、個人での着用という部分なんですけれども、

そこはどうでしょう。どんなふうに考えますかね。 

○中村委員 お祭りも地元のお祭りとか全然関係な

い大田原の与一祭りにそのポロシャツを着ていく

とか、そういうのは分けるべきだと思うんです。

やはり地元でやっていて、地元の例えば運動会だ

とかというときにちょっと行ってみようかといっ

たときには、着用してもいいですよというような

ものと、あと全然知らない市に行って、行く前に

はやっぱり控えてもらうとか、やはりちょっと盆

踊り大会やっているからというときに着て行っち

ゃったというのであれば、俺は可でもいいんじゃ

ないのかなんていう気はするんですよ。 

○森本委員長 議員としての立場で行く場合にはオ

ーケーという感じですか、今の説明では。例えば

大田原に行くと議員じゃないですか。そういうと

ころは駄目だけれども、市内の議員としての立場、

例えば盆踊りに招待されて、その人がそれを…… 

○齊藤議長 招待にしないと、さっきの星野さんが

言ってくれたやつが行けなくなっちゃうので、呼

ばれているか着ていっていいよというようなみた

いな形。地元だから呼ばれるじゃないですか。 

○森本委員長 招待って、議員として呼ばれたとき

の、それはオーケーだけれども、ただ遊びに行く

ときの内容はちょっと違うよねという     

  そういうことですね。 

  星野議員、さっき言われたのは…… 

○星野委員 あと、今のは大体いいと思うんですけ

れども、ただ、議長の中で、例えばお祭りの中で、

正直ちょっと例えばその後に懇親会がある。そう

いうときにはやはりそのときには外してもらって、

違う個人のそういうものを着るようにしてくれと。
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そのときはいいと思う。そんな形で。 

○森本委員長 皆さん、何か共通されたような気が

するんですけれども、そんな形でよろしいですか。

今、中村議員と星野議員がおっしゃったような運

用、外での運用、あと例えば視察に行くときとか、

移動のときとか、そういうときとかというのもあ

るとは思うんですけれども、どうしよう、その辺

外へ行くとき。 

○齊藤議長 今言っていたところまでを運用にして、

今、視察とかは外れているので、基本着せないに

しておいて、あとは星野さんが言ってくれたこっ

ちに問合せしろ。公明さんで九州に視察へ行くん

だけれども、ポロシャツ着ていっていいかと言わ

れたら、うちらで考えて言えばいいんじゃないと

いうふうに措置すれば。じゃないと大変だよ。全

部決めるようになっちゃうから。それ100個ぐら

い。 

○森本委員長 取りあえず今回認めるというのは、

お祭りとかイベントとかで議員として招待された

とき、このときには着るのはオーケーですよと。

それ以外に個人で移動するとか、行くときとかに

は控えてくださいねというぐらいの感じでいいで

すかね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○齊藤議長 一応僕呼ばれたら結構ＰＲするのに着

ていこうと思っているんですけれども、皆さん呼

んでいるのに、誰が議長だか分からないんだ、い

つも。美知太郎さんに姿を消されちゃうので、頑

張ってポロシャツぐらいはと思って。 

○森本委員長 サッカーのキャプテンみたいな。 

○齊藤議長 そうそう、ついてますから。 

○森本委員長 議長     

○齊藤議長 なるべく着て、議会をＰＲしたいと思

います。 

○森本委員長 分かりました。じゃ、そのような運

用の仕方と言えばあれだけれども、議員として招

待されて行くときには着ていってもいいけれども、

個人で行くときにはやめましょうという運用の形

でよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 それ以外のケースで、ここで規定し

てないことに関しては問合せをしてくださいとい

うふうな案内ということでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○齊藤議長 １個前のほうで着ているんだけれども、

それは別に悪いことはしてないから。一応今の公

式のやつ。 

○森本委員長 そんな形にしていきたいというふう

に思います。 

  事務局どうでしょう。このぐらい決めておけば

大丈夫ですか。ほかに何か決めたことある。 

○長岡議事調査係長 じゃ、ちょっと確認なんです

けれども、まず、議場の運用では議会のＰＲのた

めに着ていきますよと。ポロシャツを着ていい日

を決めるのか、着ちゃ駄目な日を決めるのかで、

仮に着ていい期間を定めて、ワイシャツでもいい

し、ポロシャツでもいいよという運用。 

  あと、執行部のほうには、これはあくまで議会

のＰＲのために議会のポロシャツだけを認めると

いう考え方でいいでしょうか。そうしないと、ま

た執行部のほうもポロシャツを着ていいよとか、

またちょっと考えなくちゃいけないのかなと。 

○森本委員長 今の現状、執行部の服装って議会か

らとやかく言ってないですよ。 

○長岡議事調査係長 議会からはクールビズを認め

る通知のほうをしておりまして、ネクタイとジャ

ケットを取ってもいいよということだけ御案内し

ているんですね、執行部のほうにね。 

○中村委員 その割には市長と教育長なんかＴシャ

ツで来ているのはやっぱり注意しているの、それ
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で。 

○長岡議事調査係長 総務のほうにもそういったお

話のほうはしたりはしてまして、執行部側のほう

としては…… 

○中村委員 改善しているので、それで。 

○森本委員長 してない。 

○長岡議事調査係長 ＰＲをやはりどうしてもした

いんだという思いの下、着用されているような経

過はあるようです。那須塩原市のあのマークです

よね。 

○齊藤議長 でも、お伺いしてこないよね。俺らは

下にお伺いしなきゃならないのにさ。そういうこ

と。逆にそのイメージがあったので。 

○中村委員 柔軟な対応をしているというわけでし

ょう、極論言えば。誰も文句言う人はいないんだ

し、うちのほうでも。 

○森本委員長 それでとにかく執行部こうしたほう

がいいですよと、うちらはポロシャツ着るからと

か。 

○長岡議事調査係長 そもそも執行部側では、議会

本会議は上着もネクタイもつけて出ましょうよと

いうふうに自分たちのルールとしてまず決めてい

るんですね。それを議会側はクールビズだから、

ネクタイとジャケットは取っていいですよという、

こちらがある意味譲歩しているような状況になっ

ております。その先というのは、ちょっと言い方

悪いですけれども、市長は自分の思いの中で着て

いるということなのかなというふうには理解して

いるんですけれども、一応話題にはそういったの

は総務とはしておりません、事務局側として。 

○齊藤議長 同じでいいじゃんないの。ただ襟つき

にしてと。 

○中村委員 ただ、市長だって私物じゃなくて、い

ろんな環境政策の中のＴシャツとか、そういうの

を着ているわけだから、自分なりにＰＲしている

わけでしょう。 

○森本委員長 Ｔシャツでなくてポロシャツにして

ほしいですね。 

○中村委員 それをおとがめできる人というのはい

るの。いないでしょう。ある程度は。 

○平井事務局長 おとがめとかというのではもちろ

んないんですが、その場のルールってどうなのと

いうところを改めて整理する機会ももしかすると

あるかもしれないです。おっしゃるとおり、Ｔシ

ャツ着てて、何ら話しして改善されているか。全

然改善はされてないと思いますが、執行部側の議

会の窓口は総務になりますので、総務とは事前に

議会側は今ポロシャツをつくっていて、それを議

場でも着るかどうかという議論にはなっているん

だと。別に執行部にお伺いを立てるわけではない

です。つくったポロシャツは着ますよというのは、

議会側は今後こういうふうにします。執行部側は、

じゃ、どこまでの服装を執行部側としてはいいの

かというところは逆に相談に来る形だとは思うん

です。あくまで議場のことなので、最終的には議

会側でというところはあるんですが、その中で確

かに現状Ｔシャツですね、これはもちろんＰＲも

兼ねてのものになりますけれども、着て出席はし

ている。そういう中で今回改めての話のときに多

分話が出てくると思うんです、執行部側から。じ

ゃ、それでいいというようなお答えを議会側がす

るかどうかという。 

○森本委員長 ただ、こちらがネクタイとジャケッ

ト外していいよと言っているだけなのに、それ以

上にラフな格好してきているわけじゃないですか。

現状ね。うちらはポロシャツにしますと言ったら、

そんなラフにするなら、うちもっと楽にしていい

よと…… 

○平井事務局長 いや、多分そういうのではないと

思うんです。うちは今まで議会側でつくっている
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ポロシャツを議場では着てなかったけれども、こ

れから着るようになったからというだけです。お

伺いを立てるわけではないです。 

○森本委員長 だからといって、それでじゃ、執行

場がどう変わるかという話でもないですよね。 

○平井事務局長 ただ、執行部側として、じゃ、執

行部はどこまでいいか。いわゆるＰＲものとして

Ｔシャツもつくっているけれども、現状市長、教

育長が着て出席とかしている例はありますけれど

も、全協も含めてですね。その中で今まではあや

ふやな中で着てましたけれども、改めて議会側が

うちがつくっている統一したポロシャツを着られ

ることにしたよと言ったときに、執行部側は執行

部でやっぱり整理すると思うんです。そのときに

どこまでのものを出してくるかというところはあ

るのかなと思います。 

○森本委員長 ドレスコードって相手に対するリス

ペクトだと思ってます。だから、例えばゴルフ場

でジャケット着なきゃいけないよとか、それでゴ

ルフ場の人ってちゃんとみんなきちっとした格好

しているじゃないですか。それに合わせてジャケ

ット着てきますよとか、襟つきのシャツ着てきま

すよというのは。やっぱり議場で執行部がスーツ

着ているのに、こっち側はクールビズじゃ、ちゃ

んとネクタイしたら合わないね。じゃ、お互いク

ールビズにしましょうねとか、そういうお互いの

リスペクトだと思うんです。 

○平井事務局長 それで、今時点もクールビズには

なってますんで、その中で…… 

○森本委員長 いや、だから、ポロシャツにします

というのは、ある意味こっちとしてはちょっと少

し楽にするけれども、いいですかといういうこと

を、でも、それに対して別にリスペクトされてい

るんじゃなくて、うちらＰＲまでやっているんで

すよということを言っているわけだと思うんです

よ。だから、今現状、執行部のほうはＴシャツを

着ているわけだから、そこまでやっているわけじ

ゃないんだから、そこで何か執行部の考えはどう

なのか聞く必要かどうかというのは。 

○平井事務局長 執行部の考えを聞くわけではない

です。今回のポロシャツの着用について執行部に

聞くわけではないです。執行部に議運でまとまっ

たんで、今後こうしますというだけ。 

○森本委員長 じゃ、小島さん、どうぞ。 

○小島委員 今回のやつは議会の今回のあれを決め

るだけですんで、今回のつくったポロシャツだけ

に限定するということだけでいいんじゃないです

か。 

○中村委員 執行部は執行部の市長の命令で何でも

できるんだから、それに一々気を遣っていたんじ

ゃ疲れちゃうよね。 

○小島委員 それで結論でいいと思います。 

○森本委員長 事務局、それでいいですか。事務局

から聞くことなんで、出てきたことなんで。 

○齊藤議長 議場のルールはどっち側優先なの。議

場なんだから、議会なんじゃない。 

○平井事務局長 議会です。 

○齊藤議長 だから、Ｔシャツにジャケットが駄目

と言われたら、本当は従うんでしょう。 

○平井事務局長 クールビズの範囲の中でどこまで

がいいかどうか。 

○齊藤議長 いや、だって、ネクタイ及びジャケッ

トの着用をなしにしているだけなので、襟がつい

たワイシャツは着るべきだというのは常識的に持

っているものを、市長と教育長はＰＲをしたいが

ために襟がないＴシャツを着てジャケットをはお

っているわけですよ。だから、この服装に対して

うちらが何も言わないまま、そっとしておいたほ

うがいいのか。うちらのことでもし何か言うよう

だったら、それは逆に言われるからといってとん
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とんにするのかと、そういうイメージで言っちゃ

っているんです。 

○平井事務局長 正直総務のほうも例えばどういう

ふうに統一を図ろうかなというところは。 

○齊藤議長 だから、ポロシャツ並みでもいいよみ

たくなっちゃう。うちら色がそろっているじゃな

い。だからいいんだけれども、ポロシャツがオー

ケーになったら、今度黄色だ、ピンクだ、また紫

だって入っちゃうから、それこそ国立競技場のベ

ンチみたくなっちゃう。なので、それはそろえて

もらったほうがいいんじゃないのかなと、ある程

度。あと女性だってそれが正装であれば、それで

着ていいというふうになっているわけだから、そ

の辺はちょっとそろえてもらったほうがいいんじ

ゃないかな。俺は別に市長の格好でも全然いいと

思っているんですけれども。 

○中村委員 私もそう思っているんです。 

○齊藤議長 ジャケットをはおってせめてみたいな。

Ｔシャツだけになるとちょっとラフ過ぎるかなと

は思うんで、本当だったらあれでポロシャツつく

ってくれれば一番いいんですけれども、うちらは

一応襟がついているの。 

○平山委員 自分個人の好きなやつじゃないから、

ＰＲの意味とやっているから、我々も一応言わな

いとさ、その範囲でしょう。議会も議会でつくっ

たシャツだから、ＰＲのためにまとめて着ようと

いうことだから、そこを基本がきちっとしていれ

ば…… 

○森本委員長 議会側の服装だけ決めればいいのか

なと思ってやったんだけれども、執行部のほうに

という話も出たから、一応ちょっとそこは確認し

てみました。 

○齊藤議長 自由な方がいいなとは思っているんだ、

暑いし。 

○中村委員 議場に関しては議長ですよね、みんな

ね、議会等での。ですから、議長が認めていれば、

我々議会も認めざるを得ないんで、今まで議長に

クレームつけたのいないから。 

○田村委員 市長、副市長はそういうＴシャツを着

ていることに対してイレギュラーだという認識は

あるんですか。 

○平井事務局長 イレギュラーだという認識はある

人とない人がいると思う。 

○森本委員長 市長と教育長は。 

○中村委員 ないな。 

○森本委員長 副市長も。 

○平井事務局長 直接聞いてないんで、すみません

で、そこら辺は。 

○田村委員 それは知っておいてもらったほうがい

いんじゃない。 

〔発言する人あり〕 

○森本委員長 ちょっと待ってください。相馬委員

発言します。 

○相馬委員 時と場合というところもあるんでしょ

うが、市長とか教育長が議会の場で政策をＰＲの

するという、それを議論する場であって、インタ

ーネットのカメラを通じて政策をＰＲするという、

もしそういうふうな意識でああいうものをつくる

んでしたら、恐らく若干議場でＰＲしたいという

何か意識は議会の議論の中でこういうものを今度

つくったんです。１回だったらいいんですけれど

も、毎回毎回着て、もう議員は分かっている。だ

けど、インターネットを通じて自分の政策を、市

長は最初に当選されたときに、一般質問とか、そ

ういうのは全部自分の政策のＰＲ、政策の議論じ

ゃなくて、政策のＰＲみたいに使っていて、ずっ

としゃべっていたりもしたことあったんですけれ

ども、今回もＴシャツについてはこういうものを

つくったんで、こういうふうな方法でということ

で、１回あのＴシャツを見せる議論をするために
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着てきたんだったらいいんですけれども、それ以

降ずっと着ているということであれば、ちょっと

議会で議論をするということではなくても、別な

方法でＰＲするということになっているので、そ

れを認めるのか、認めないかということですね。 

  今回議会は議会のＰＲをするためにポロシャツ

をつくっているので、それを議場でやっぱり同じ

ようにインターネットを通じて、議会のこういう

様々なことをＰＲしますということであれば、や

っぱり議会のインターネットを通じてＰＲすると

いう目的であれば、もうよしとするというふうな

目的がちゃんとしていればいいんだろうと思うん

ですけれども、その目的にちゃんと合ったことで

あればね。その目的がきちんとされてないようで

あれば、本当にただ単にＰＲしたいということで

着ていて、それを議会は認めますよということも、

認めませんよということもこれまで言ってないの

でで、恐らくたしか議場の服装について１回以前

に、何でしたっけあれ、規則じゃなくてつくって

ますよね。 

○森本委員長 議場持ち込みルールやった。これ入

れたいからと言って。あとこれも。 

○相馬委員 そのときにたしか服装も基本的なとこ

ろもルールというか、申合せ１回つくっているは

ずなので、そこにこの会のポロシャツをどういう

ふうに組み込むかというだけなので、今後議会の

ＰＲというところに執行部のＰＲを含んだときに、

それがいいのか悪いのかということになるので、

いいということであれば今のスタイルでいいです

しょうし、それはちょっと議論とはもう議会の議

論と執行部の議論の中で、そこはもう別に必要な

いよということであれば、ああいうＴシャツは認

めるべきではないし、議場の中の服装はこうです

よと恐らく１回決まっているはずなので、そこに

ネクタイと上着をなくしていいですよというのが

クールビズの決め方だったような気がするので、

市長と教育長のＴシャツについては、今回とは別

にちゃんと改めて議会の会議自体のインターネッ

ト中継をＰＲの場とするのか、しないのかという

のはまた別の問題かなというふうには思います。 

○森本委員長 クールビズの範囲とはちょっと話が

違う。例えばＴシャツもクールビズの範囲なんだ

と言うんだったら、それだって１つの考え方なの

かもしれないけれども、今現状日本のクールビズ

の範囲といった場合に、Ｔシャツにチノパンとい

うスタイルはスーパークールビズ、スーパークー

ルビズは多分ポロシャツぐらいだよね、大体ネッ

トで見るとね。だと思うんですよね。ワイシャツ

じゃなくてポロシャツにしているのがスーパーク

ールビズだよねとなっているぐらいで、短パンと

かジーパンとかＴシャツというのは多分入ってな

いです。 

○相馬委員 今回はポロシャツ…… 

○平井事務局長 何でＴシャツにしたかが我々もよ

く分からないんですけれども。 

○齊藤議長 売っているんですよね、あれね。大田

原の市民とか今持っているんだよ、みんな。買っ

ちゃって。汎用したんですよ。 

○相馬委員 ネットで売っているんですか。 

○齊藤議長 だから、そういうものを着ているとな

ると、販売物のＰＲになると、これもまたよろし

くないんじゃないかと思っちゃうわけです。政策

と販売物はよくないんじゃないのかなと。 

○森本委員長 今日はじゃ、議場でのポロシャツの

ほうだけに集中して、市長のＴシャツとか、執行

部の服装に関してはまた別ということで、今回は

議論はせずに、次の例えば何かもっと問題があっ

たときとかにはまた議運とか、どこで話をするか

は別として、今ここで話し合うべきはポロシャツ

の運用していくことだけにこだわって、先ほど係
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長から話があった執行部に対してということはこ

こで議論しないということでよろしいですか。 

〔「はい」「了解」と言う人あり〕 

○森本委員長 局長。 

○平井事務局長 すみません、この場はそういうこ

とでかしこまりました。 

  ただ、うちのほうでやはり今後つくったとき、

ポロシャツは議場で、６月、９月はクールビズ、

ＰＲ観点から着用しますよというのはやっぱり言

わなくちゃならないと思うんです。そのときに相

談を受けるかもしれないです。いわゆる執行部側

はどこまでいいのかなとか、それとも…… 

○森本委員長 言うこと聞いてないんだからいいじ

ゃないですか。      

○平井事務局長 受けたときには、やはりまた別に

議論的なところを。 

○森本委員長 そのときはそのときでまた。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 先ほど議会で定例会議の中で

どの期間を着て、着ないかと決める。議運で例え

ば初日は着ないよとか、２日目はじゃ着るよとか

というのを今後決めるという。 

○森本委員長 着る日を決めるんです。着ない日を

決めるんじゃなくて。 

○齊藤議長 着ない日はない。 

○中村委員 全員そろえて着る日を決めるというわ

け。あとは勝手に着てきていいという意味だよ。 

○長岡議事調査係長 勝手に着ていいんですけれど

も、例えば初日と最終日って着ますかという、ポ

ロシャツ。 

○齊藤議長 初日は今はっぴでしょう、９月は。牛

乳はっぴになっちゃうんでしょう。 

○長岡議事調査係長 そうです。 

○齊藤議長 どっちが初日なんだか分からないんだ

けれども。 

○小島委員 下に着るという話だから。 

○齊藤議長 議場コンサートの日はもう    

○小島委員 牛乳はっぴでしょう。 

○森本委員長 両方着れるんだよ。 

○小島委員 初日は両方なんでしょう。 

○齊藤議長 その話はしてないけれども、ポロシャ

ツだけの話だから、今。 

○長岡議事調査係長 例えば６月定例会議の初日。 

○森本委員長 それは議運で議論。毎回確認する。 

○長岡議事調査係長 毎回確認する。 

○森本委員長 そろえて着る日は議運で確認する。

それ以外の日は勝手に着ていいですよという。 

○齊藤議長 面倒くさいから初日は着ちゃえとやっ

ておいたほうが楽ということだよね。事務局から

すればね。初日と最終日ぐらいは着ます。 

○長岡議事調査係長 何か個人的な意見なんですけ

れども、本会議のやっぱり初日と、あとは採決が

ある最終日って、ここは皆さん正装のほうがいい

のかなと。 

○中村委員 反対に正装でしょう。 

○森本委員長 ポロシャツ着ると言っているんだね。 

○長岡議事調査係長 ワイシャツ。ポロはやっぱり

正装じゃない。 

○齊藤議長 だって、牛乳はっぴ去年から着ちゃっ

ているんだから、その時点でもう自由なのかなと

俺、思っていたんだけれども。 

○長岡議事調査係長 じゃ、最終日だけみたいなイ

メージですか。 

○齊藤議長 ＰＲだけっていつの間にか変わっちゃ

ったんだけれども、俺は別に正装と同等の扱いで

いいんじゃないと言っていた。あくまで那須塩原

市議会のルールなんで、全国に倣ってやっている

わけじゃないから、それは着ていても恥ずかしく

ないものと。 

○森本委員長 最終日も別にワイシャツ着てなきゃ
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いけないというふうにするかどうかという部分な

んだけれども、今の話では分けないという話。だ

って、執行部のほうは最終日に提案している執行

部のほうが着ちゃってくるわけだから。いつでも

ということですね。クールビズの範囲内という。 

○長岡議事調査係長 ６月、９月はいつでも。 

○相馬委員 個人的な意見を言うんだったら、色を

統一して、ポロシャツでいいですよと言っちゃっ

たほうが別に、背中に那須塩原市議会と入ってな

くても、僕は個人的には襟がついているポロシャ

ツで色がある程度統一されているんだったらいい

ですよと２種類ぐらいね、白と紺とか、どっちか

でというふうなことであれば、それでもいいよう

な気がする。 

○森本委員長 それはまた今度の議論で。 

○齋藤副議長 やっと決まったところだから。 

○森本委員長 広がっちゃうから、またそれは今後

の議論。 

○齊藤議長 落ち着いた色にしたんです。軽装とい

う意味も入ってはいたんですね、当初は。ＰＲだ

けになっちゃったから、ＰＲになっちゃたらＴシ

ャツでもいいよねとなっちゃうなと思っているか

ら、あまりＰＲ言っても仕方ないんだけれども、

本当はね。あくまで議場に出れる格好の一つのジ

ャンルにポロシャツを入れてくれと俺、言ってい

るだけなので、執行部が向こうからじゃ言ってく

れば、それはみんながいいと言えばいいんじゃな

いと、そういう感覚じゃ駄目。 

○森本委員長 じゃ、運用については先ほど決まっ

たとおりということでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 執行部のことは今ちょっと議論する

ところじゃないのと、あと、さらに広めるという

部分はちょっとこの場ではなくて、この運用を進

めていく中で、さらに皆さんから御意見が出て、

先ほど相馬委員が言っていることだったりとか、

違う運用の仕方だったりとか、改めてまた議論す

るということで、本日の議運ではそこまでの運用

を決めるということでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 では、続きましてなんですけれども、

特別委員会委員の任期の検討についてということ

であります。 

  今回頭出しということなんですけれども、特別

委員会の委員の任期という部分で、今まで過去に

いろいろ特別委員会であったと思うんですけれど

も、基本４年間の任期というふうにしたと思いま

す。 

  ただ、議長からの提案もあって、議長が２年ご

とに変わるというのもあるんで、特別委員会の任

期を、ものによっては１回２年ごとに検討すると

いうふうにしてはいかがかというのが議長から提

案でありました。それをちょっと議運で検討した

いなというふうに思ってます。 

  まず、今日は頭出しなんで、簡単に説明を長岡

さん、事務局からしてもらいたいと思います。 

  事務局、お願いします。 

○長岡議事調査係長 じゃ、資料のほうを配信させ

ていただきました。 

  一番上の課題ということで、特別委員会の任期

については議員の任期ということで、４年間の任

期となっております。特別委員会設置から４年間

はそのまま継続だよと。しかしながらというとこ

ろで、正副議長の任期が２年であったり、特別委

員会、充て職でつくられている部分もあります。

そうすると、最初の２年間の正副議長と後半の正

副議長が変わられたときに、やはり現状の充て職

と合わないケースがやっぱりどうしても出てきち

ゃう。そういったところをうまくできないかなと

いったのが今回の提案になります。 
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  ２番目の例規ということで、申合せの中では、

正副議長の任期は２年ですよ。その下の段ですね、

13番、特別委員会の任期は議員の任期ということ

で、ここがずれてます。 

  現在の特別委員会の構成としましては、駅周辺

まちづくり特別委員会は正副議長と会派の代表者

です。活性化につきましては参加希望者というこ

とで、ちょっと構成が変わっております。 

  検討ということで、まず駅周辺まちづくりにつ

いてなんですけれども、２年後改選が予定をされ

ております。そうしますと、新たな改選後の体制

と現在の体制と変わってしまう可能性があります。

そうすると、正副議長の充て職とか、そこも今の

定めで言えば、議員の任期ですから変わらないわ

けなんですね。だけど、新たな正副議長は選出さ

れると。一応申合せの中に、ただし、特段の事情

があった場合は委員構成を検討することができる

ということで、改めて正副議長が選出された後に、

直す、直さない、そういった議論の中で直しまし

ょうと決定した場合には、委員の変更というもの

もできるような書きぶりにはなっております。た

だ、自動的に変わるという形ではないです。委員

の任期ですから。 

  また、２番目の活性化の部分についても、参加

希望者ではあるので、特段問題はないんですけれ

ども、２年経過した中で、活性化に参加いただい

ている方も、希望と言うんでしょうか、確認、再

度続けるかとかといったところの確認する場面が

あってもよろしいんじゃないかなというところで

す。 

  それに対応した方法としまして、５番目なんで

すけれども、特別委員会の任期を４年から改選の

タイミングと同じにしてはどうかなというふうな

ことです。通常であれば、２年で交代する。常任

委員会も２年で交代かと思うんですけれども、そ

れと合わせたような改正というふうにされてはど

うかなと。 

  申合せの、その下ですね、６番の変更というこ

とで、特別委員会の委員の任期は議員の任期とす

る。これを常任委員の任期終了と同時に終了する。

ただし、後任者が選任されるまで存在する。ちょ

っと言い方が結構くどくどしいんですけれども、

ちょっと想定してますのが、特別委員会が仮に改

選後１年後に特別委員会が立ち上がるケースとい

うのもあるんだろうと思っているんです。改選後

直で設置されるケースもあるし、その後改めて設

置されるものもある。だとしたら、この前半２年

の常任委員会の２年後、この改選のタイミングと

同じで特別委員会も改選するというふうな書きぶ

りに合わせるため、常任委員会の終了と同時に終

了し、また改めて設置するというようなちょっと

書きぶりにしております。 

○森本委員長 どうぞ、相馬委員。 

○相馬委員 ということは、設置はそのままで、メ

ンバーだけ変える。一旦設置を終了して、新たに

設置する、どっち。 

○森本委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 特別委員会の存続する条件と

いうのは、付託された案件が終了したとき、また

は４年の任期が終了したときに、その特別委員会

ってなくなるということですので、委員会自体は

継続してありますけれども、委員の名簿だけをそ

の２年の更新でやるというふうに合わせたほうが

現状に合った形にメンバーも変えられるのではな

いかといった提案になります。 

○森本委員長 説明が終わりました。 

  確認しておきたいこと。 

  平山委員。 

○平山委員 今まで特別委員会４年でずっとやって

きましたよね。それは何か意味があったんですか。 
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○森本委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 意味がというよりは、この申

合せの中で議会の任期というふうに決められてま

したので、昨年、前期と言ったんでしょうか、改

選の前ですね、そのときの２年の経過したときに

も委員の構成って変えてなかったんです。新庁舎

のたしか特別委員会があったと思うんですけれど

も、そこは正副議長は変えられないで、会派が新

たに１つ増えたので、中村代表が新たに委員とし

て追加されたというふうな改正を当時はしたと思

うんですね。だから、正副議長の部分は当時は変

えてなかった。 

○平山委員 結果的に。 

○長岡議事調査係長 はい、それで運用していた。 

○平山委員 ただ、基本的に特別委員会だから、あ

る問題が終わればなくなるということだから、普

通の委員会と違うから、年で分けられなくて、解

決するまで４年であったり、３年で終わっちゃう

ものもあったかもしれないけれども、そのときは

消えてないときがあった。また新たに必要になっ

て、活性化も１回消えて、またつくったと、そう

いう状態だから、４年ということでやっていたん

でしょうかね。 

○長岡議事調査係長 そうです。 

○平山委員 これ２年にして、２年でまだやらない

けれどもという、そういうのは影響ないかな。今

までの考えだと。その辺だけ。 

○森本委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 そうですね、懸念していただ

いているとおり、例えば今、駅周辺まちづくり、

そして活性化、これも恐らく２年で終わる内容で

はないと思うんですね。なので、例えば今の期で

あれば、次の改選まではずっと存続すると思いま

す。ただ、その中身の委員は２年の途中で変わら

れるので、その変わった後と体制を合わせる形に

もう一度委員の構成だけ変えられてはいいんじゃ

ないのかなということです。 

○森本委員長 小島委員。 

○平山委員 常任委員会が２年で変わりますよね。

この変更でこんないろいろぐだぐだくっつけなく

て、特別委員会の任期は２年とすると書いたほう

がそれで終わりなんですけれども、そのほうがす

っきりする。 

○相馬委員 それだとまずい。途中でつくった場合

は。 

○長岡議事調査係長 私、最初に２年でつくったん

ですけれども…… 

○中村委員 私から言わせた。 

○長岡議事調査係長 特別委員会の設置が２年当初

に常任委員会と同じところに立ち上げていれば、

２年のスパンで構わないんですけれども、例えば

放射能対策のときなんかは途中でできたと思うん

です。だから、途中でできたものに対しては常任

委員会のタイミングと同じというふうに言ってあ

げないと、最初１年、例えば改選後１年後に立ち

上げたとしたら、１年経過したところでもう改選

があると。そこに合わせてやらないと、現体制と

合わなくなってしまうというので、ちょっとこう

いったくどくどした形に。 

○平井事務局長 今の例は、例えば改選後１年後に

こういう問題あったから特別委員会つくんなくち

ゃとなったときに、１年後なので、そこから任期

が２年になっちゃうんですね。そうすると、常任

委員会とか正副議長とかはその２年の前に変わる。

なので、その改選と合わせるためには、表現上常

任委員会の例とするであれば、幾らその後からで

きても、そのタイミングが変わるよというような、

メンバーを変えられるといいますか、実情に合わ

せられることができる。 

○森本委員長 分かりましたか。 
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○中村委員 これ結構複雑だね。 

○森本委員長 中村委員、どうぞ。 

○中村委員 やっぱり途中で変えると、会派も、こ

れメンバー構成見ると正副議長でしょう。それに

会派の代表というのをくくっているわけですよ。

当然会派は離合集散しますから変わりますねと。

メンバーも変わりますね。当然議長、副議長も変

わりますよね。それなのに４年ということでやっ

てくるといびつな形になるということが当然ある

んで今言われたと思うんですが、それを解消する

のには２年経過すれば、正副議長が変わったら、

この委員会に辞表を出してもらって辞めるという

システムもあるし、会派の代表も変われば辞める

ということもあるんで、あくまでメンバーは６名

ですよということが、それに会派が増えたら、会

派の人数を増やすということで決めれば、何らク

リアできる問題も一つできるんで、そこら辺も少

し議論しながら、どっちがベターかなというのを

検討するのもあるんじゃないですか。 

  ただ、これ４年とするということで選ばれると

きには覚悟を決めて来ますからね、４年間やらな

きゃいけないからと。それを途中で急にまた皆さ

んの意見を聞いて決めるというのも大事かもしれ

ませんが、そこら辺のところを４年でやってきた

あれをする中で、うまくするんであれば委員会を

残して、そっくり後継者に前任者が辞任を出して、

後任が正副議長、新しい会派の会長さんが、会派

から皆さん、これ出されているメンバーですから、

ということも可能だなと     

○森本委員長 いいですか、それじゃ、議長。 

○齊藤議長 すみません、僕、議運にお願いします

と言っているから、全然伝わり方がすごく難しく

なっちゃっているんですけれども、この下にある

特段の事情があった場合は委員会構成等を検討す

ることができるというのが昔から生きてて、僕は

当時中村議長のときも同じ会派のときのメンバー

の中で、とても活性化に、これパワハラでも何で

もなくて、活性化はあまり興味ない人が年齢的な

構成の役員として行っちゃっていたんで、自分が

やる気あったんで、交換してと一生懸命言ってい

たの。１年目か２年目。中村さん、入りたいんだ

けれどもと。でも、ルールで４年だから入れない

んだと言っていたんだけれども、あのときってサ

ンラク方式だったんで、会派内の事情があればメ

ンバー変えてもいいんじゃないというのが事の発

端なんです。だから、全員辞めて総入替えしまし

ょうという意味ではなくて、４年のうちの２年間

のときにメンバーを入れ替えることができると、

そういうふうにしてもらいたいというイメージだ

ったんです。だけど、これになっちゃうと、まる

っきり辞表とかになると、また選任という訳分か

らない時間を取るようになっちゃうので、あくま

で基本は選ばれた人たちでやっててもらいつつ、

さっき中村代表が言った、例えば今の会派代表が

変わって、その中で会派が話し合って、今代表だ

った議員が次の代表にやらせるよと言うんだった

ら、申合せで変えてもいいと。俺、そういうふう

にすればいいと思っただけなんです。変えなけれ

ばならないではなくて、することができるにして

もらえればよかっただけなんで、あまりこんな厳

しく書かなくてもよかったんですけれども、それ

じゃ駄目なのという意味なんですよね。 

○平井事務局長 はっきりさせるのには…… 

○齊藤議長 はっきりはさせなくていいんです。あ

くまで会派内の事情なんで、じゃ、病欠だったら

どうするんだとかということにも精通していくん

ですよ、そうすると。じゃ、病気ならいいやみた

いな話になると理屈がおかしくなっちゃうので、

やんわりしたらどうかなと思っていたんです。 

○森本委員長 最初説明聞いたときには２年たった
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ら見直せるという。 

○齊藤議長 だから、それでもいいし。 

○森本委員長 出入りができたりとか、調整ができ

るというふうなイメージでいたんだけれども。 

○齊藤議長 でも、まちづくりの場合はもう会派か

ら集めているんで、会派内の話になっちゃう。今

回しかももっと難しいのは、活性化は手挙げにし

ちゃっているので、それはちょっと難しいんです

けれども、だから、ただ、関わりが大きければ多

いというところもあったので。 

○森本委員長 局長。 

○平井事務局長 事務局案としてちょっと整理した

過程の中には、確かに活性化とまちづくりのほう

の委員構成が違うんですね。委員構成が違う中で、

今回は特にどこをまずはっきりさせようかという

ことでいきますと、正副議長２年とかとあります

けれども、そこが２年終わった後に、きちんと次

の正副議長が入れる構成に切り替えられるように

というところなんです。活性化のほうは手挙げ方

式なので、あえて別に構成を決めているわけでは

ないんですね、充て職的に。なので、そこは別に

変えなくてもいいかな。全ての特別委員会のメン

バーを変えるというわけではなく、充て職的なと

ころは間違いなくこの文面で変えられるというよ

うなところをちょっと重視したつくりにはしてま

す。なので、そこの視点がちょっと強いというと

ころはあります。 

○森本委員長 小島委員、どうぞ。 

○小島委員 それでいくと、一連のその旧期比でつ

くった場合だけにいろいろと問題が出るというの

はあるんですけれども、それだったら今言ったよ

うに、このただし、またですか、特段の事情があ

った場合は委員会構成を検討することができると

いうこの言葉を入れれば、２年にしてこの言葉を

入れれば間違いなく大丈夫じゃないのかな。何か

この変更のところの赤字のやつがすごくくどくど

しくて、よく理解ができにくいんで、そのほうが

すっきりすると私は思っています。 

○森本委員長 ほかに御意見ありますか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 そうしたら、今いろんな意見出まし

た。事務局から説明を受けたかと思います。それ

ぞれ会派に持ち帰りいただいて、どんなふうな形

にするのか、今、下の変更の部分も含めて御検討

いただきたいと思いますけれども、そんな形でよ

ろしいですか。 

○小島委員 そんなに会派に持ち込む言葉上の   

○森本委員長 それだけじゃなくて、その言葉だけ

だったら確かに小島さんがおっしゃるとおりです

けれども、どういう制度にするかというところも

含めて話をしたものであります。ですから、いや、

４年のままでいいよという考え方もあると思うん

です。それとか、２年として１年またいで議長の

さっき言った、星野さん言ったように、１年後に

始まって３年目で終わったとしても２年でいいん

だという考え方もなくはないと思うんですよね。

それとか、やっぱり常任委員会終わるタイミング、

議長、副議長が変わるタイミングで変わる。１回

そこで変更する。そこで解散して、もう１回つく

るのほうがいいのか、それとも現状ある委員会の

メンバーを会派の都合で変えることを自由にする

かとか、そういう部分もあると思うんで、結構検

討する項目は幾つかあるんで、１回会派に持って

帰ってもらいたいかなというふうに思ってます。 

  小島さんのおっしゃるとおり、文言変えるだけ

だったら、ここで決めちゃってもいいんですけれ

ども、それは文言を変えるためにはそういったこ

とが確定しないと文言も変えれないと思うんで、

その分も含めてちょっと会派のほうで話し合って

いただきたいと思うんですけれども。 
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○小島委員 今言ったのは結局正副議長、間違いな

く２年で変わるから、それなんで２年と私は言っ

ただけなんですけれども。 

○森本委員長 １年後で変わって、１年後特別委員

会できて、今１年目では変わる、正副委員長は。 

○小島委員 そのときにだけに要は特段の事情があ

った場合はという。 

○森本委員長 だから、それをどうするかというの

を含めてます。 

○小島委員 １年後に変えることは可能なわけです

から。 

○森本委員長 可能だけれども、それを進めるべき

かどうかというものを含めて、それも含めて話合

いをちょっとしてもらいたいということです。い

や、そんなものは４年でいいよという考え方もあ

るわけですよ。 

○小島委員 それでいくと４年でも構わないという

のはあるかもしれんね。 

○齊藤議長 その前までは４年一緒で、松田さんと、

相馬剛さんは活性化じゃなくて、庁舎検討の特別

にずって残った。だから８人になったんです。そ

こに中村さん入ってきて９人になった。だから、

俺と寿一さんが２年で終わりになったら、次のと

きにそこから抜けるということを言うために俺つ

くったわけじゃなくて、活性化という、言い方悪

いんですけれども、充て職で来ている議員じゃな

くて、ちゃんとした活発な議論ができる人たちが

集まるべきだという、その解釈があったので、会

派内でちょっと交換したいときにできるようにで

きればいいと思うんです。全部これ本当は基本は

サンラクなんで、ただ、活性化がちょっと今手挙

げにしちゃったんで、この文言が今使えないんで

すけれども、それだけの話なんで、正副議長何と

かしてという案でこれ出したわけじゃないんです

よ。 

○小島委員 そういう意味じゃないだ。 

○齊藤議長 そうなんです。ということで、４年の

任期で束縛されて変えられないというのはおかし

くないと言っていただけだったんです、極端な話

ね。だから、基本メンバーは一緒でいいんですけ

れども、その中で何かあったら、うちの会派から

こいつ出ていたんだけれども、これに変えるから

というのだけの議論したかったんです。 

  何回も俺、言っているんだけれども、違う捉え

方をしちゃうんでね。 

○小島委員 俺はあれかと思った。議長、副議長が

変わるから…… 

○齊藤議長 だったら、ちゃんと俺、議長、副議長

って頭出すじゃない、それを言うんだったら。そ

こはちょっと違う話になっちゃう。そこは別にい

てもいなくてもいいと思うんです。逆に話が分か

らない人が入ってきて、ゼロから教えるものが大

変なんですよ。２年間委員会に参加してないわけ

だから。 

○森本委員長 ２年間でそのメンバーを…… 

○小島委員 新しく４年じゃなくても、２年でも正

副議長として入っているわけだから、変わるのが

本当だと、そっちのほうが筋なんだろうね。 

○森本委員長 そういう意見もあります。それはそ

れは意見でいいんです。それも意見だし、いろん

な意見を出していただきたいというので、１回会

派に持ち帰ってくださいということです。ここで

決定はしないですけれども。 

○齊藤議長 庁舎建設検討特別委員会は正副入ると

いって入っていた。それとこれというのはまた…

… 

○小島委員 活性化特別は入ってないものね。 

○齊藤議長 活性化は入ってない。俺が勝手にオブ

ザーバーで遊びに行っているだけで。メンバーで

はないです。 
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○森本委員長 では、そういうことでよろしいです

か。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○森本委員長 １回持って帰ってもらって。それで、

文言も含めて、あと制度としてもどういうふうに

して考えるのか。例えばどのタイミングで特別委

員会を検証するというか、見直すとかというタイ

ミングを設けるのか、また設けないのかも含めて

会派内でちょっと議論をしていただきたいなと思

います。そして、次回の議運のときにそれぞれ御

意見をいただいて、ちょっと論点をもう１回まと

めて、後で皆さんに送ったほうがいいですね。そ

れはちょっと事務局に相談して、論点をまとめて、

それぞれの議運のメンバーの皆さんにお送りしま

すので、その論点について会派内でお話をしても

らえればと思ってます。よろしくお願いします。 

  じゃ、３番、特別委員会の任期の検討について

はちょっと締めさせていただきます。 

  ４番、その他なんですけれども、その他議運で

議論しておきたいことがある方いらっしゃいます

か。 

  よろしいですか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 じゃ、大きい４番、協議事項以外で

ここで御発言になる方はいらっしゃいますでしょ

うか。 

〔発言する人なし〕 

○森本委員長 事務局から何かありますか。 

○長岡議事調査係長 じゃ、次回の御案内を申し上

げていいですか。 

  ８月29日金曜日、こちら９月定例会議前の議運

ということで、303の開催となりますので、よろ

しくお願いいたします。 

〔「10時」と言う人あり〕 

○長岡議事調査係長 10時ですね。 

○森本委員長 これ終わった後に今日のこの話もで

きるのかな。 

○長岡議事調査係長 そうですね。今日のお話。 

○森本委員長 では、29日までに会派で話をしても

らうということです。 

  事務局は以上でよろしいですか。 

○長岡議事調査係長 はい。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○森本委員長 それでは、以上で議会運営委員会を

閉会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ２時２９分 


